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   1. A pollen product "Cernilton" was given to 12 patients with prostatic hypertrophy. 

The clinical effectiveness on the symptoms was good in 5 cases, fair in 5 cases and none in 

2 cases. In 2 out of 5 patients who showed good response, symptoms aggravated within 1 

month after cessation of the therapy and  prostatectomy was performed later. The both cases 

had third degree of hypertrophy. One of 5 patients who showed fair response to "Cernilton" 

also necessitated to have performed radical operation later. He was also possessed of the 

third degree hypertrophy. 

   2. No side effect was observed in all cases treated.

緒 言

泌尿器科領域における老人病の一つとして最

近では欧米なみの増加をみせている前立腺肥大

症に対 し,現 在では 前立腺 被膜下 摘除術 また

は,経 尿道的前立腺切除術が唯一の根治的療法

とされている.し かしながら,本 症においては

一般外科領域では手術の適応 として考えられぬ

位の 高令老を 対象 とする場合が 少な くないの

で,も し非観血的方法でこれを治癒もしくは改

善せしめ得るならば最 も理想的であるという考

えは,泌 尿器科医の誰 しもが 抱 く ところであ

る.近 年 この目的のために,女 性ホルモン剤を

始めとして数種の薬剤が研究 され,そ の臨床効

果が検討されて来た.わ れわれは今回,東 菱薬

品工業株式会社の提供による花粉製剤セルニル

トンを前立腺肥大症患者に対 して使用し,そ の

臨床 効果 を観察 した ので,こ こにその成 績を報

告 す る.

薬 剤

セルニル トンは,花 粉製剤であり1952年 に市場に出

され,感 染に対する予防剤 として,主 に伝染病の回復

期間中とか 手術後の 回復期等に使用されていたもの

で,1960年 に至 りAsk-Upmarkに よって前立腺炎の

治療に効果のあることが報告されている.

本剤1錠 中の組成は,東 菱薬品株式会社の文献によ

ると,次 の通 りである.

セルニチソGBX3mg

セル ニチソT6060mg

グル コン酸カルシウム70mg

乳 糖70mg

第二燐酸カルシウム140mg

アルギン酸10mg

馬鈴薯殿粉20mg
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色 素3mg

ステ アリソ酸マグネシウム4mg

タル ク20mg

上記 成分中,セ ルニチソGBXお よび セルニチソ

T60は,8種 の花粉すなわちチモシイ26%,ト ウモP

コシ26%,ラ イ麦19%,へ 一ゼル6%,ネ コヤナギ6

%,ハ コヤナギ6%,フ ランスギク6%,松5%の 混

合物の 抽出物から成っており,そ の化学構造,分 子

式,分 子量等は不詳である.な お,本 剤には細菌発育

阻止作用,強 壮作用,脱 感作作用等があるといわれて

いる.

使用対象および使用方法

当科外来に受診した前立腺肥大症患老24名 を対象と

して使用した.使 用方法は,1日1回4錠 を午前中に

服用せしめ,投 与期間は最短25日 から最長150日 にわ

たった.こ の際,原 則として,他 剤の併用は行なわな

かった.対 象 とした24名 中,セ ルニル トソの使用前お

よび使用中もしくは使用後の自覚症状,残 尿等につい

て,充 分追跡し得たものは計12名 であった.以 下この

12名 について使用成績を述べる.

使 用 成 績

セルニル トソを使用し,そ の経過を追跡し得た前立

腺肥大症患者12名 についての成績の概要は,表1に 示
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す通 りである。

ここで効果の判定にあたっては,症 状が軽快し残尿

の著明に減少したものを有効とし,症 状がやや軽快し

残尿が不変または軽減したものをやや有効とし,症 状

および残尿が不変または増悪したものを無効とした.

このようにしてみた12名 に対する効果の うちわけ

は,有 効:5名(41.7%),や や有効;5名(41.7%),

不変:2名(16。7%)で あ る.有 効5名 の中2名 は,

投与中止後再び臨床症状が増悪し,結 局前立腺被膜下

摘除術を受けている.ま た1名 は以前か ら症状の自然

的消長の傾向が強いものであった.や や有効の5名 の

中1名 も後に前立腺被膜下摘除術をうけている.

なお,副 作用と思われる反応は全例に これを認めな

かった.

以上の症例のうち,代 表的な5症 例についてその臨

床経過を詳述する.

症例1T.Y.,69才,無 職.

初 診=昭 和41年9月2日.

主訴:排 尿困難,尿 閉.

既往歴:性 病,結 核,外 傷等の既往なし.

現病歴:3～4年 前から時々排尿困難を来し,そ の

都度導尿を受けていた.今 回は飲酒後突然に尿閉を来

した.

前立腺触診所見:第3度 肥大,表 面平滑,弾 性硬,

左右対称的,境 界明瞭.

検査成績:残 尿420cc.尿 は顕微鏡的膿尿を示す.

表1セ ルニル トソ使用成績

症

例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

年

令

69

74

67

60

831

79

72

68

63

6フ

78

781

}

投 与 前 所 見

症 状 譲鋪 蘇

排 尿 困 難,尿 閉

排 尿 困 難

排 尿 困 難,頻 尿

排尿困難,残 尿感

尿 閉,排 尿 困難

排 尿 困 難

排 尿 困難i,頻 尿

排 尿困 難,尿 閉

排 尿 困 難,尿 閉

排尿困難,頻 尿,
残 尿 感

排尿困難,残 尿感

排 尿 圏難,頻 尿

第3度 肥大

第2度 肥大

第1度 肥大

第1度 肥大

第1度 肥大

第1度 肥大

第1度 肥大

第2度 肥大

第3度 肥大

第2度 肥大

第2度 肥大

第3度 肥大

CC

420

45

30

lOO

350

600

20

600

30

80

400

2QO

セノレニ

ル トソ

投 与 量

投 与 後 所 見

症 状膿鋪 残尿
(錠x日 間)
4×25

4×25

4×25

4×150

4×75

4×25

4×25

4×50

4×75

4×25

4×100

4×25

軽 快

やや軽快

不 変

やや軽快

軽

不

軽

軽

軽

快

変

快

快

快

やや軽快

やや軽快

やや軽快

第3度 肥大

第2度 肥大

第1度 肥大

第1度 肥大

第1度 肥大

第1度 肥大

第1度 肥大

第1～2度
肥 大

第3度 肥大

第2度 肥大

第2度 肥大

第3度 肥大

CC

O

25

40

20

10

500

10

20

10

20

200

150

副
作
用
効 果

有 効

やや有効

無 効

やや有効

有 効

無

有

有

有

効

効

効

効

やや有効

やや有効

やや有効

備 考

投与中止1カ 月後に
尿閉を来し入院,前
立腺摘除術施行す

投与中止!カ 月後に
尿閉を来し2カ 月後
前立腺捌除術施行す

後に前立腺摘除術施
行す
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尿道膀胱撮影で前立腺は膀胱内に大きく突出し,後 部

尿道は著明に延長している.

セルニル トソ投与後の経過:約1カ 月後には排尿は

比較的円滑に行なえるようにな り,残 尿もなくなった

が,投 与を中止した ところ,約1カ 月後に再び尿閉を

来したので 再入院し,前 立腺被膜下摘 除術を行なっ

た.

症例5H.Y,,83才,無 職.

初診=昭 和41年4月18日.

主訴1尿 閉,排 尿困難.

既往歴:な し.

現病歴:昭 和34年5月,突 然尿閉を来し,当 科にて

前立腺肥大症 と診断され,同 年6月 に入院,経 尿道的

前立腺切除術をうけた.そ の後自覚症状はとれ経過良

好であったが,昭 和39年9月 頃か ら再び徐々に排尿困

難が強くなるようにな り,昭 和41年4月 再び尿閉状態

となって当科外来に受診した.以 後バルーソカテーテ

ルを膀胱内に留置して排尿せしめていたが,7月27日

これを抜去し,セ ルニル トソの投与を開始した.

前立腺触診所見=第1度 肥大,表 面平滑,弾 性硬,

左右対称的,境 界明瞭.

検 査成績:残 尿350cc.尿 は顕微鏡的膿尿を示す.

セルニル トソ投与後の経過=投 与1カ 月後,尿 排出

力はやや弱いが排尿は充分に出来る状態となる.2カ

月後,排 尿状態はほぼ正常なるもなお残尿存在す3

カ月後,排 尿困難を 全く訴えず,残 尿は10cc程 度 と

なった.

症例7K.S.,72才,無 職.

初診:昭 和4ユ年6月27日.

主訴=排 尿困難および頻尿.

既往歴=な し.

現病歴:約1年 前か ら頻尿,蒋 延性および遷延性排

尿,残 尿感を来す ようになる.同 時に下腹部に鈍痛を

伴 う.他 に排尿痛,尿 混濁等の膀胱症状はない.排 尿

困難は最近特に強くなった.

前立腺触診所見.第1度 肥大,表 面平滑,弾 性硬,

左右対称的,境 界明瞭.

検査成績:残 尿20cc.尿 所見はほぼ正常.尿 道膀胱

撮影で後部尿道の軽度延長を認める.

セルニル トン投与後の経過:1カ 月後,排 尿困難は

自覚的に全 くなくな り,頻 尿もな く排尿回数は正常時

と同様になる.残 尿は10cc程 度.

症例8T.K.,68才,会 社員.

初診:昭 和41年4月25日.

主訴:排 尿困難,尿 閉。

既往歴:な し.

現病歴:昭 和38年11月 排尿困難,頻 尿のため当科に

受診し,前 立腺肥大症の診断のもとに手術をすすめら

れたが放置していた.と ころが,昭 和41年4月 初旬に

尿閉を来し某医により,導 尿を うけた.そ の後排尿困

難は強くなり尿線は滴状にしか出なくなった.

前立腺触診所見:第2度 肥大,表 面平滑,左 右対称

的,弾 性硬.

検 査成績=残 尿600cc,尿 所見はほぼ正常、尿道膀

胱撮影で前立腺の軽度の膀胱内突出を認める.後 部尿

道はやや延長している.

セルニル トン投与後の経過:投 与1カ 月後,排 尿困

難はかなり軽快し,頻 尿もなくなる.前 立腺触診所見

で肥大の程度がやや軽快す2カ 月後,自 覚的には排

尿困難なく,残 尿は20cc程 度 となった.

症例9T.S.,63才,無 職,

初診:昭 和41年5月23日.

主訴:排 尿困難,尿 閉.

既往歴=な し.

現病歴:昭 和39年10月 尿閉を来し導尿を うけた.そ

の際,前 立腺肥大症 と診断され,入 院をすすめられた

が,排 尿困難の程度が軽快したため放置していた.41

年5月 初旬,飲 酒後に再び尿閉を来し某医により導尿

を うけた.そ の後 窮延性および 遷延性排尿が 強くな

り,残 尿感を伴 うようになった.

前立腺触診所見 ・第3度 肥大,表 面 平滑,左 右対

称,弾 性硬.

検査成績:残 尿30cc.尿 所見は正常.尿 道膀胱撮影

で後部尿道は著明に延長す

セルニル トソ投与後の経過:投 与1カ 月後,尿 線は

いくらか太 くなり,残 尿感やや減少,排 尿困難の程度

もやや軽快し,こ の時残尿は5ccで あった.2カ 月

後,尿 線はさらに太 くな り蒋延性排尿はなくなった.

尿道膀胱撮影の所見では前回と変らない3カ 月後,

尿線の太さは2カ 月 目頃とあまり変らず その間一度

尿閉を来す.し かしその後は排尿状態良好とな り,残

尿は10cc程 度である.前 立腺の触診所見では変化を

認めない.し かしながら,こ の患老はセルニル トン投

与中止1カ 月後に再び完全尿閉を来し,結 局2カ 月後

に前立腺被膜下摘除術を うけた.

考 按

純病理学的見地よりみると,前 立腺尿道部の

結節形成は,70才 以上の男子の総てにみられる

老年化現象であ り,頻 尿,排 尿困難,尿 閉等の

臨床症状を現わ し,前 立腺肥大症 としてわれわ
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れ泌尿器科医の治療の対象 となるのは,そ の一

部にすぎないとされている.そ して排尿困難,

頻尿等の症状を訴えて来た患者においても,何

ら特別の治療を加えない場合でも,そ の症状が

自然に軽快もしくは消失したり,ま た突然尿閉

を来 したようなものが,導 尿や化学療法等を行

なっている中に,自 然排尿が可能 となって病前

と同様の状態にもどることも多 くあり,さ らに

前立腺腺腫の大きさと臨床症状の強さとは必ず

しも比例するものではないということは,日 頃

われわれが 多 く経験 す るところで ある.従 っ

て,前 立腺肥大症に対 して薬剤を使用 し,そ の

効果を論ずる場合,実 際上何をもって効果の有

無を判定するべきであるか,そ の効果判定基準

の設定に 際して 非常な 困難に 遭遇するのであ

る.今 までにも前立腺肥大症に対する数種の薬

剤の使用治験例が報告されて来ているが,い ず

れもわれわれと同様に,端 的にいうならば,臨

床症状を主体としての経過観察により,と にか

く自覚症状の改善をみることが出来,副 作用も

な く長期投与可能なものは使用してもよいだう

という結論になっているようである.今 回われ

われも適切な判定基準を設定し得ぬまま,そ の

意味で一種の抵抗を感じつつも,従 前通り自覚

症状,残 尿および前立腺触診所見の推移のみか

ら効果を判定 し,有 効,や や有効,不 変,の 三

段階に分けてみた.そ の結果は,使 用成績の項

で述べ,ま た表2に も示したように,有 効5,

やや有効5,不 変2で あった.セ ルニル トソ投

与後,12名 中10名 に自覚症状の軽快を認めてい

るが,他 覚的に残尿の減少を認めたのは,そ の

中の6名 であり,前 立腺触診所見でその肥大程

度の明 らかな減少を認めた症例は1名 もなかっ

表2治 療効果 と直腸診による肥大度

磁 一 墾 有 効1やや酬 無 効
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た.こ の 自覚症 状の軽 快 した10名 について,前

立腺触診所見 よ り大 きさをみ ると表2に 示す ご

とく,第1度 の ものが3名,第2度 が4名,第

3度 が3名 であったが,第3度 の ものは結 局全

例が後 に手術的 に前立腺被膜下摘除術 を うけて

いる.こ れ らの点か ら考 える と,お そ ら くこの

薬剤 は,そ の有効 な場合 においても,増 大 した

前立腺腺腫 そのものを縮小 させ る作用を もつも

の とい うよ り,膀 胱頸部,後 部尿道 にお ける充

血,う っ血 とい ったいわゆ るVariableelement

に も とつ く排尿困難 に対 して有効 に働 くもの と

考 えられ る.従 って,本 剤 は根治的手術療法 に

代 る保存的療法 としての 目的 を充分達成す るに

はなお像 ど遠 い 性 質の もので あると 結論 しう

る.す なわち,あ くまでも手術禁忌 のものに対

して,あ るいは早期 のものに対 してその臨床症

状 の 軽減 の 目的にのみ 使用 しうる もので あっ

て,前 立腺肥大症全般 に,い たず らに長期使用

を行 ない,そ れ に附随 するおそれ のある腎機能

障害 を より強 くし,根 治的手術時 のriskを 悪

化 させ る ことのないように注意 すべ きである と

考 える.

結 語

1.前 立腺肥大症12名 に対 し花粉製剤セルニ

ル トンを使用 し主 としてその臨床症状に対する

効果をみた結果,有 効5名,や や有効5名,不

変2名 であった.有 効の5名 中2名 は本剤の投

与中止後1カ 月以内に再び症状が悪化 し,後 に

前立腺被膜下摘除術を受けているが,い ずれも

第3度 肥大の症例であった.や や有効の5名 の

中1名 も後に根治的手術を受けてお り,こ れ も

第3度 肥大のものであった.

2.副 作用は全例にこれを認めなかった.

第1度

第2度

第3度

2

1

2*

1

3

1*

2

O

Q

計 5 5 2

注:*印 は後に前立腺被膜下摘除術を施行したもの.
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